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研究成果概要 

本研究は、ボリビアとの共同で計画している ALPACA
実験を基盤とし、大気電場計（Fig.1）などの環境モニタ

ー（Fig.2）を設置することで、落雷および雲放電現象と

宇宙線強度の関係を調べることを目的とする。ALPACA
実験は 2025 年度の完成を目指しており、2022 年度に

は、1.0 m²のシンチレーション検出器約 97 台から成る空

気シャワーアレイのプロトタイプ（ALPAQUITA）を構築

した。現在では、およそ 18,000 m²の観測装置によって空気シャワー観測が行われてい

る。宇宙線の遮蔽効果である「月の影」の観測から、宇宙線

の到来方向決定精度は 10 TeV 領域においておよそ 1 度と見

積もられ、モンテカルロ・シミュレーションの結果ともよく

一致しており、予想通りの性能を示している。 
昨年度は、10 月 16 日に発生した雷雲に伴う直近の落雷に

より、測定限界（−100 kV/m）を超える大気電場の変動が観

測されたが、その直後に観測施設は長期停電となった。今年

度は、これまで以上に落雷対策を強化した上で観測に臨むこ

とになった。その後は長期停電には至っておらず、順調にデ

ータを蓄積している。現在は、ALPAQUITA の空気シャワー

データとの相関解析など、データ解析を進めている段階である。 
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Figure 2 気温、湿
度、雨量、風量測定用
の環境モニター 

Figure 1 大気電場計 


